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経済学研究第31巻第き号 161 (777) 

ウィリアムソン研究(その 3)
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1.序

帯藤直機

われわれは，既にウィリアムソン (0.E. Williamson)が，彼の近著， r市
場と企業組織J(1980)において展開している， 企業組織形態発展段階モデ

ルのビルディング・ブロックをなす，単純階層組織 (simplehierarchies)の

構造(静態)的特性を捉える試みを行なった。

そして，当該モデルの示す構造的特性が， 水平的チーム (peergroup 
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assocIations)の経験する取引関譲的な困難な如何に立搬するかにゆき，彼の

分析棒からの視点と経営管理論のテーマたる分化(differentiation) と統合

長就号gration)という視点とを平行'd1全て解明すること念試みた。

その結集委われわれは，これら 2つの視点の相関性がきわめて高いことを

晃出すことがで診た{索藤， 1981)。

ところで，企業総織形態発展段階モデル安考えるにあたり， ウィリアムソ

ンは，単純階層組織の議磯の上に，内部請負制麗 (insidecontracting system) 

と盤産的統合 (verticalintegration) とを比較し後者の優れている点を指

摘した上で，主義箆的統合2裂の取引ネットワークとして提えられる機能創部丹

組織形態 (Unitaryform organization)，さらには，多数事業部制組織形態

(Multidivisional form organization)への発展の必然性を主張している。

従って，ここでは，これら複合織濯組織としての会業組織形態発展の過程

を前穣罵様，経営管理論のテーマたる，分化と統合としづ視点を王子行容せつ

つ， ウィリアムソソの分析枠からの接近を試みることにする。

。そこにおいては.問符に量挙終総溺組織を，複合議議組織 (complex:hi悲rarchies)に

おける厳佼組織として捉えようとするならば，その構造的次元に関する多様性を認

める必獲があるととも指摘した。

2. 内部議魚鱗度と麓用関係

2.1 単純階j欝組織と内部議負制度

ウィリアムソソ (1980，pp. 157-158) fとよれば，単純階層組識が灘還する

取引関連的な臨難は，その規模，もしくは取引ネットワ…クの拡大によって

粛らされる。規模の拡大は，舟的取引環境の複雑径を増大さぜ，そのことは

1つには， コミ品ニケーシ説ン・センタ…における意思決定と情報処理能力

の限界〈合理性の経界)要悶と対になって，取引関濃部な困難役引き起すの

である (Williamson，1980， p. 158)。

この取引関連的な摺難は，権限の委譲と，諸活動の分化によって，対処可

能である。
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しかし，少なくとも，一次の階層構造が前提となるような，単純階層組織

(simple (or single stage) hierarchies) による限り， それらの方法は合理性

の限界と結びつく管理上の困難を経験し (Williamson，1980， p. 158)，さらに

は，取引主体の示す機会主義的行動の克服(換言すれば，全体的統合(調整)

に関する困難)を，予想させることになる (Williamson，1980， p. 158)。

ウィリアムソンは，この問題に対処するにあたって，バトリック(J.Bu-

ttrick， 1952)によって注目された，内部請負制度 (insidecontracting system) 

の概念を登場させて，問題の性質を明らかにしてい2(Williamson，I980，p

158)。

2.2 内部請負制度と取引関連的接近……(1)

ここで，中間生産物に対する需要の増加と製造工程に関する技術変化が，

単純階層組織形態によっては，対処しきれない問題を抱えた場合を考える。

そのような，言わば，外的取引(市場)環境の複雑性/不確実性に対処す

る能力を増大するために，追加的固定資本と運転資本の準備が必要となった

とする。

この場合に，それらの生産者が，内部的な請負業者となることによって，

取引関連的な困難に起因する市場媒介的な資本調達の陸路を克服し，しかも

資本提供者たる企業家が，危険を担う (Williamson， 1980， p.96 (注13日と

同時に，資本市場の内部組織化を図るようなシステムが，内部請負制度

(inside contract system) である (Buttriek，1952， pp.205-207)。

そして，その初期の段階においては，このシステムは，原材料，機械など

の生産財の所有者たる企業家とそれらの管理運用，生産に携わる内部請負

業者との聞の自律性はともに高いシステムであった (Buttrick，1952， pp. 

205-206; Williamson， 1980， pp. 158~ 162)。

つまり，理論的には，このシステムは.外的取引環境の複雑性/不確実性

の増大に対処するにあたって採用される，取引の内部組織化(もしくは垂直

的統合)の，初期的段階とみなされるシステムであり，そのことに伴ってひ

き起きれる，内的取引環境の複雑性/不確実性に適応するにあたっては，分
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化 (diffi校側tiation)の機能に依存しようとしている訳である。

しかし，ここで注意するべきことは，ここのシステムは，それが克搬すべく創

出されたと全く符様の隈難を経験することである (Buttrick，1952， p. 221)。

つまり，外的取引環境の複雑性/不確実性のー贈の増大一この場合には需

要の増大と技術変化に関連するーと，それに対処するための規模の拡大が，

内的取引環境の複雑性/不確実伎の増大をもたらし，そのことがこのシステ

ムに対し，管王家(取締agement)上の鍛約要因を課することとなるのである

(Buttrick， 1952， pp. 213， 221)。

言い換えるならば， ここでも，分化 (differentiatio坊の増大が， 統合

(i誠意gration)，もしくは，調整 (coordination) の摺難性を引き鵡こすことに

なるのである。

2.3 内部講負制度と取さ!謂連的接近……(2)

以上のように，内部的取引契約システム (insidecontracting system) は，

その当初は各都内 (contractors) 関， および各部門とや央経営管理部門

(management) との関に，未だ十分な内部組織化の行なわれていないような

取引ネットワ…グのタイプと考えられる。このシステムは，その規模のある

段階洛は，経済性令達成することが予諒されるが (But係改， 1952， p. 207)， 

上述したよう という制約華客因に遭遇することになる。

この制約要因は， ウィヲアムソンの分析衿を構成する分析枠と平行さ売会う

る性格~有するが{奇Vïlliωnson， 1975 a， pp. 27-34)，殺に従うなら 2 そのよ

うな内部講負昔話度の経験する取引欝連的題懇は，当該システム全体を対象と

した。権限関係をその柱とする，藤用関係を伴う， 複合階層組犠 (compl侃

hierarchyもしくは工nultistag母 hieraむhy)への移特により克殺されることに

なる (Williamson，1問0，pp: 162-163)。

2.4 内部議負傷i震をと雇用関係

内部請負鱗震の経験する取引関連的な櫨難は，上にみたように，独立性，

自律性の潟い，各部門 (co誠ractors)関，および各部門と中央管理部門 (man.

agξment) との闘に，統合的， 統一的な雇用関係という契約方式含確立する
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ことによって克服される (Williamson，1980， pp. 162"':163)。

ところで， ウィザアムソンの燥関しているこの雇用関係の概念は，サイモ

ン(H.A. Simon， 1957， chap. 11) の雇用潟係に関する見解安，内部組織に

おける組議過程， もしくは管理過程的な側面から提えて発展させた概急であ

り，その本質は，内部組議化(もしくは矯遊化〕された労働関係と解位られ

るものである。

そして， このような木質を手ぎする謹用関係は， これを，市関長菜介的，ある

いはi令部組織北の穏度の器い，労働関係(労働契約〉と比べるとき，

。契約ーとの不完全性， 2) 鈴争の解決. 3) コミュニケーシ aン，以上3

点に関して比較震設な示すのであり (Williamso九 1980，pp. 164-167)，内部

詰ゑ縦度が経験する翠引関連的な関難を克服する殺拠は，雇用関係の有す

まさにそれらのぷに求められることになるのであZmiliaI附ぬ 1980，

p. 163)。

。グレイキ aナに (V.A. Graicunas， 1973， 1972)よる，綴織における人間の之総び

っき (rel且tions泌がミと“spanof attention"に関する議識は，ここでの演主主義葬祭

と若手えられる。彼は，組織における理論的に考えられる人Fr却のミまさびつきなの可能

な数を羽目監督さと受ける部下の数 (nなmberof persons supervised)として， a= 

〈と司と部下の)1対1の結びつきの費支 (numberof direct single relatioぉships)

口 max.=min.=n，b=部下 2 人に関するた総び、つ~~の数 (numb位。f cross 

relation器hips)=(max.=n(nひき min.芝公おい-1)/2)，c=部下の間の集閉会構成する

え結びつきミの数 (numberof direct group rel乱tionships)出 (m註x，=n(21l'1-1)，

min， =21l-n-1)，な求め，さらに d出品十b，e=a十c，f=a'トb+c，を計算した結果，

c (max，)， f (max，)=max， (a + b十c)に除目し，部下の菱立がHピ超えるとと結びつ

きミが急速に複雑化することを指摘している (Graic草間s，1972， p. 187 (Fig， 3 ))。

彼は， これにこ関速して分化 (specialization)の主義大に伴う絢整 (co・ordination)に

対する負荷の大織に言言及しているが (Graicunas，1972， p， 18なその支部主，内的

耳元号l潔境の後事整性と合理伎の限界に践するウィジアムソンのJ1.解と…致する。なお，

言十鋒式ホ max，は綾大{陵， min.ま最小{援を示し， b， c，の計算に際Lては， I慎n
緩み合わ4きくおよび二獲定理〉に関する理論を応用して考察出される。

2)以下の議論は， 19設紀末から20倹紀初頭にかけて， ウインチェスタ…遼発銃会社

(Winchester Repeating Arms Company)によって採用'dれていたシステムに関

する，バトリ γ タ(J盗 Buttrick)の経営経済史的研究に基づいている9
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当時，このシステムは，米国ニューイングランド地方における，他の多くの製造

業ブラシトで採用されていたことが， ノミトリックの記述にみられる (Buttrick，

1952， p. 206， P. 206 (注3))。

3)問題を，構造化された労働市場と，構造化されていない労働市場とに二分化した場

合に，効率的側面からの説明に比し，雰囲気的側面からの説明は困難を伴うようで

ある (Williamson，1980， pp. 100， 131， 132-133)。

3. 機能別部門組織形態

3.1 垂直的統合と雇用関係

雇用関係を伴う， 取引の内部組織化の過程として， 垂直的統合 (vertical

integration)の概念が，最初に検討される (Williamson，1980， pp. 162-169)。

即ち，ここで，垂直的統合とは，財の生産に伴うところの，工程的，過程

な問題にt関連すると考えられ， ウィリアムソン理論においては，それが，技

術的問題としてよりは，むしろ，これら中間生産物の生産に携わる取引主体

の経験する，取引関連的な困難の問題として捉えられていることに注意した

い (Williamson，1980， pp. 140-141)。

そして，この場合， 垂直的統合のタイプとして， 前方統合 (forwardin-

tegration)と，後方統合 (backwardintegration)とのいずれか， もしくは双

方が考えられるが (Williamson，1980，第5章)，そのいずれにあっても，内

部請負的な組織化の方法によっては，既述のような取引関連的な困難が経験

され，それ故，ここでも，雇用関係に依存するような，内部組織化の程度の

高い組織形態(構造)への変更が，強調されることになる。

機能別部門組織形態 (Unitaryform organization) がそれである (Wil-

liamson， 1980， pp. 167-169， 223-224)。

3.2 機能別部門組織形態……構造的分析 (1)

この企業組織形態モデル(機能別部門組織形態)は， ウィリアムソン理論

においては，明確な雇用関係をビ‘ルト・インする複合階層組織の 1モデルと

して，、自然な、組織化のタイプとされ， 次のような構造的特性を有する。

(Williamson， 1980， pp. 223-225， 249)。
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(1) 規模:中，小規模。

(2) 相互依存性 (interdependence):部門 (subsystem) 間の相互依存性

が大である。

(3) 権限(意思決定)構造:戦略的， 管理的もしくは業務的意思決定が

未分化(垂直的分化が不完全)である。

(4) 諸活動の構造化;職能(過程)別〔例えば，購買，製造， 販売〕組

織化が強調される。

(5) 統制的側面;雇用関係を前提とする。

(6) その他:多数事業部制組織におけるサブシステムの組織化にも利用

される。製品系列は単一系列である。

3.3 機能別部門組織形態・…・・構造的分析 (2)

さて，上に掲げた構造的特性からは，ウィリアムソン (1980，pp. 224-225) 

によって指摘される，機能別部門組織形態の示す，規模の経済性と分業の利

益の実現の前提となる，各部門に対する統制可能性は，次のように説明可能

である。

まず，第1に，上に掲げた構造的特性から，過程別部門化による，各職能

部門聞の相互依存性の大きいことと，意思決定に関する垂直的分化の不完全

性が結びつけて考えられる。

第2に， このことは，機能別部門組織が， トップ・マネジメントによる集

中的意思決定，統合的，統一的な経営管理を可能にするような，構造的特性

を有していることと解されることとなる。

つまり，ここで，単純化の危険を敢えて覚悟するならば，その構造特性上

機能別部門組織は，垂直的，水平的双方の統合化を図ることが潜在的に可能

なシステムである， ということができる。

3.4 機能別部門組織形態…・・・統制的側面

かくして，本質的には，未だ統合化の程度の低い内部請負制度の示す取引

関連的な困難が，その構造的側面からは，統合化の程度を高めることが潜在

的に可能な，機能別部門組織への形態変更によって克服されることとなる。
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しかし，ここでs それら取引関連的な限難の完援にあたり，構造的要舗

が，きわめて重要な説明変数となることが，認められるものの，併せて，そ

れ以外の擦菌ーその ものが経営管理衰の質的側面で、ある (Child，1977 

pp. 174-175)ーも考躍すべきである。
弘
Jここで，経営管理者の質的側滴とは， ウィリアムソン理論からは，

綴織形議1台所与とした場合に，幸重用関係の作動を含む，経営今季患の過程的側

面に関わる問題と解することができる。

それ故，ウィリアムソン (1980.p. 224) によって指摘される，各部門に

対する統制の可能性は，構造上の特性のみならず，組織過程，管理場経の一回

からもとらえられなくてはならないこととなる。

ウィザプムソン (1980，pp. 224-225) による，部門間の統制可能性に関す

る指摘は，以上のことを示唆していると言い得る。

1)機造的諸特伎の攻慢は，前著書問機 Port佼 etal. (1975， p. 223)の分析枠によっ

ずこ0

2)機能別部門続織形慾が芝公す，規模の緩善寺殺と分業の利益?と対ずる言及については穿

Ansof或王 andBrand巴主設lburg(197η1， p. 7九18め)雪念旨参R賂滋されたしい、、o そこで

芸幾芝豹tにと墓つづ，く協芸薬長の官瀦語す利主捻主TたこZる弘S，Synergy として捉えられている。

3) Koontz et al. (1980， p. 361)はきトヅブにおける緊密な制絞手段 (meansof tight 

control at top) たること会，機昔話別部内総織化 (functional organization 

grouping)の利点の一つにあげているが，その根拠は，ここに求められる。

4)檎綾上の特性から銭関される統綴司、能性は，ウィリアムソン理論にあっては，統綴

的{Jl.ijjj気に関逮する雇潟関係の額調な作動と籾i際って， 5繁栄の特異性〔もしくは，

specialism) の，濁す取引関主主的な溺難の克滋可能枚、?こ総びっくことにもなる。

(Wil1iamso九 1980， 芸高4童約。

ここで， Koontz et al. (1980， p. 361)が，機能iJlj昔話門組綴イじの示すs 専門化の隊

員IJに従う(folIowsprinciple of occupational specialization)という利点は，こう

した議論のなかで考えることができる。

4. 機能別部門組織形態と多数事業部制組織形態

4.1 機能別部門綴織形態と取引関連約な鴎難

次に，機能別協持組織形態が，現状の援撲においては対処しきれないよう
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な，外的取引環境の一層の複雑性/不確実性に直面した場合を考える。

このことは，言いかえれば，内的取引環境の複雑性/不確実性を増大させ

る要因であり，ここで，内的取引環境の複雑性/不確実性の増大は意思決定

および情報処理の必要性を減じるか，意思決定および情報処理能力を増大さ

せるかの，いずれかもしくは双方を含むような組織設計戦略によって対処さ

れる (Ga1braith，1973， p. 15)。

ところで，機能別部門組織は，上述したように，その構造上，潜在的には

垂直的，水平的，いずれの統合度も高いシステムである。それ故，組織設計

戦略としては，階層的照会に依存することが考えられるが，このことは，上

級管理者もしくはトップ・マネジメソトに対し，調整上の負荷の増大を結果

することになる。この負荷の増大を克服する組織設計戦略がいくつか考えら

れるが(Ga1braith，1973， p. 15)，そのうちの 1つに， slack資源の創出によ

る意思決定，および情報処理の負荷の軽減が考えられる。

しかし，このことは， ウィリアムソン (1980，p. 226) によれば，取引関

連的な困難一ここでは，主として，合理性の限界に起因する“contro110ss" 

ーを克服するものではないとされる。けだし，そのような組織設計戦略によ

る調整の必要性の緩和は，そのことに要するコスト面と，収穫逓滅的観点と

から，組織効率上に問題を有するとされるからである (Williamson，1980， p. 

226)。

つまり，以上の事に関するウィリアムソンの見解は，機能別部門組織が，

外的市場環境の複雑性/不確実性に対処するにあたり，統合上の成果を享受

出来るような規模を超えて，垂直的統合，もしくは，放射状の拡大が行なわ

れる場合には，内的取引環境の複雑化/不確実性の増大と，経営管理能力

(合理性)の限界とが対になって取引関連的な困難を引き起すものと解され

るのである。加えて，内部労働市場として特徴づけられる，組織内的取引関

係が，少数者間取引関係に移行し，そのことが機会主義と結び、つくことも，

取引関連的な困難を引き起こすことになる。

かくして，このような取引関連的な困難のあらわれである，“contro110ss" 
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および急経営者の裁量的行動、を，総織形態の変東もしくは，総議革新によ

って克服する方法が採られなければならなかこととなる (Willi倍加on，1980， 

pp. 225-228)。
ここで，組織形態を所与とした場合の，議室的統合，および，規模拡大に

伴う取引関連的な悶難に関するウィリブムソン (1980，第7主義)の議論展開

にも注おしなくてはならないが，その場合にも，それら取引襲遼!Y'.1な際難の

克識にあたって，総裁卒新の果たす意義が，重要であることが蒋震強調され

ている (Williamson，1980， p. 218)。

4.2 多数事業部制組鱗形態……構造的分析

以上の担く，機能iJ!J部門組裁が有する構浩的特性たる，結五依存性の高さ

と，意思決定の来分化という側爵は，~該システムの統合的経営管理を可能

とする務事。可能性を手ぎするが，それらの特性は畿腹的統合，および規模の拡

大を伴うような，取引潔読の複雑性不篠実性の増大に遭迭する場合には，取

引関連的な困難を引き起すことになるふ (Williamson，1980， p. 252 (柱功。

そのような取引関連的な困難者ピ克服する食業組織形態として， ウィロアム

ソγ (1975a， 第7，8主主;1980，第8主幹)は，多数事業部信u組織形態 (multiω

divisional form organizatiorしもしくは， multidivisio問 1structt絞めをあげ

ている。

ここで，まず最初に， ウィリアムソン (1980，第8章)の記述に従って，

当該組織形態モデルの有する構造的特設を列挙しよう o

(1) 規模;大規模。

(2) 相互依存性 (int位取pend的 cy):準分解可能なシステム (出沼田

decomposable system)である。

(3) 権限〔意認決定〕構造:戦絡的，管理的(業務的)意思決定の分離

が行なわれる。

〈め 諸活動の構造:スタップを手ぎする総合本社 (genξralo伍ceもしくは

ジ母出 c∞，rdinator'soffice)と，複数の事業部 (divisions)から成る。

(δ) 統秘的側面事業部民業績評額。
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(6) その他:雇用関係を前提とする。製品系列は多角化される。

4.3 多数事業部制組織形態……取引関連的接近

さて，上で問題とした規模と複雑性の増大下で，機能別部門組織形態を採

用する企業の経験する取引関連的な困難は，上記の諸特性を有する多数事業

部制組織形態に沿って取引ネットワークの再編成を行なうことにより，如何

に克服されるであろうか。

われわれは，ここでも，単純化の危険を敢えて覚悟するならば，多数事業

部制組織形態の有する上記の構造的諸特性は，取引環境の複雑性/不確実性

の増大と，取引主体の側の合理性の限界とし寸取引関連的な困難を，意思決

定ならびに，諸活動の分化 (differentiation)によって，克服を図るようなシ

ステムであると言うことができる。

そして，この場合にも，当然問題となるのは，分化 (di妊erentiation)によ

って費らされるところの，局部(部門)的利益の増大を図るとL、う機会主義

的な側面の克服に関するものである。

このことは，言い換えるならば，全社的な統合 (integration) に関わる問

題であり，統制的側面の deviceに関連する問題である (Wi1liamson，1980， 

p. 290 (注28))。

4.4 多数事業部制組織形態と M 型仮説

われわれは，それ故，ここでまず最初に，総合本社 (general0伍ce)が，

スタ y フの協力を得て行なう，各種の戦略的統制手段を考慮しなくてはなら

ない (Wi1liamson，1980， pp. 49-51， 240-244)。

それと同時に，それら戦略的統制手段と関連せしめられる，多数事業部制

組織形態が profitcenter相互間の収益力の差に従って資源配分の活動を

行なう特性にも注意しなくてはならない (Wi1liamson，1980， pp. 244-246， 

254 (注目))。

そして，それらの議論と，併せてこのシステムの有する雇用関係の作動を

前提とするならば，サブシステムたる各事業部によって示される，少数者間

取引関係と結びつく機会主義的行動によって引き起こされる取引関連的な困
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難が， このタイプの組織形態を採用することによって，克服可能であると結

論づけることができるのである。

かくして， 以上の欝論から， ウィ pプムソンの，多数事業部制j組織形惑に

爵ずる fM型仮設jが，導きH:¥される (百九Tilliamson，1975 a， p雀 164; 1980， 

p. 247)。
即ち，

fM連日{多数事業部制組織形態;筆者注) の線に沿って大企業をど編成

営するほうが， U型の総織構造{機能別蔀門組繰形態:録者、記〕を採る場合

にくらべて，新古典派の剥濡最大化仮説に近い詩擦追求と最小費用行動をも

たらすであろう (Williamson，1980; p. 247)oJ 

ここtこおし、て， ウィ!ジアムソンが重撹するのは，総合本社の行使する戦略

的統制手段の援要性であることを蒋震強調しておこう。

。さらに 分化と統合の陪i媛?と関して. Williamson (1970， p. 135 (注工);1975ふ
p. 166 (注1))によって，引設されている，ホで?とテンパスの例え話を滋照されたし、。

号機造的綴特性のさ援尽は.Porter et al. (1975， p. 223)の分析衿によった。

3) r戦謀長的決定主主，絡会本絞め職務として係機されるが，これは資滋配分過緩への党
派的彩饗を弱める。jというウィ日アムソン(1980，p. 231)の見解は，こここでの関迷

警察E震である。

のこのことは，構造的分析に加えて機能的分析の霊祭燃を物怒るものである。小室論

文 (1967)を参照されたい。

5. モ

本舗においては，ウィ Pアムソン (1980)の企業組縫形態の発淡段!議モデ

/レのなかから， 内部請負制度 (inside∞ntractingsystem)，機能思部門組畿

形態{芯formstructure)， および多数毒事業務制組織形隷 (M.formstructure) 

への展隣友とりあげた。そして，彼の記述に従って， これらのぞデノレに対

し，構造的特性を提える と， および設の分析枠からの接近を試みること，

2 

そして，本稿においても， 部稿同様，特にそれらのそデノレに対する彼の分
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析:砕からの接近を，経営管理論の分野において罷心事たる，分化 (diff. 

erentiation)と統合 (integration)という視点からの接近と平行させる試みを

行なった。

その結果，まず，第1にここにおいても，ウィリアムソンの議議展開が，

分千七と統合とL、う伝統的観点からも解釈が可能である。

次いで，第2に，企業組織形態の卒新もしくは蒋鏑成という，企業の構造

的側面に関する研究が，率引関連的な盟難の克騒という鑓点から説明出来る。

第3に，組織効擦は，構造告さ側面とi雨時に組織過程，管理過程に関する側

と関連さと有する，統制手段の作動に大雪く影響されることが明らかとされ

ている。

4に，ウィリアムソンは， r雰閥気的側面j からの接近を援視している

が，金業組織形態モデルのやでも，とくに，その規模と絡めて，集計度のレ

ベルを高めて尽視的な分析が行なわれるものに関しては，組織効溶からの接

近がとられており， r雰囲気的叡jJ樹Jからの分析は，未だ十分な展鍔をみて
いない。

第5に，多数卒業部制組織形惑の採用は，その構造的側面と同時に，戦略

的統制の過程的側揺をも考憲に入れる

方法であることが明らかとされている。

より始めて適感性の高い組織化の

われわれは，以上のウィジアムソン理論に従えば，彼の企業組織形態発展

そヂノレt:t.上の第5に掲げた，多数事業部若手i組織形態が，中心的位罷づけを

有しているものと るのである。

りここできこれらの分析的視点が，分析対象となるそれぞれの企業組織形態のし、かな

るレベノレに向けられたかさと，識別しておくことが有益である。つを久

制組織形態においては，その後点、は，遜常，機能別部門組織形態による綴5立がおこ

なわれているサブシステムとしての各事業務と，総合本社との悶の管理j通総主こ向け

られたに対し，機能別部門組織形態においては，サブシステムとしての:lt綴能部門

とトップ・?ネジメソトとの践の管理過程に向けられたのである。
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